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この点を耳図した労作 Cあるが，v ι ンの国家的独占概志の発生史があきらかでない@

























.4J Felix Pinner， "Herrn v. Gwinners Petroleummono凹 IぺDieBank， 1912， I， S. 1036; 
" Petroleum-Strat暗記“，a. a. 0.， 55. 629-638 ν ニーン「帝国主義論ノー ト」大月版全集⑩，
141-142へ ら同 「費本主義の最高の段階としての帝国主義」国民文庫版， 92-93ヘ ク。
申レー ニン，同上， 94ベク.
6 (74) 摺 108巻第2号


































































方藤缶、謙二「専売ム大阪市大経済研究所編， ，.経済学小辞典J1951年， 627-8ペ ジロ
!l K. Brauer， Monopol als Form der Besteucruog， iu Ilanhιort'f:lるuchder Staa帥 (Jtssen
守'cha./ien.vielte Aus.， VI. Band， S.624. 






















































!) F. Pinner， "Herrn v. Giwnners Petroleunlllonopol“， Die Bank， 1912. TL S_ 1目4
lGl Ehenda， S. 1036 
























11) N フハ リン「世界経演と帝国主義」は 1915年12月日附のレ てソの序文をもつが，著者の
序文は， 1917年11用25日となっている。(野村武一訳，河上肇序希望閣1930年による)
1$ F. Pinner， "Die Konjunktur des wirtschaftl認h四Sozialismus"，Die Bank， 1915. 1. 88 
326-327 


























1m N プハ リン，同上， 245へージ。1. ν ニーγとプハー リ γのどちらが先にどのような形で国家的独占白概念に近づいていったのかは
興味のある問題であるが別の機会に研究したい。









同じく 「パ γ ク」の誌上で，資本主義の「倫理i~J についてレ一二 γが注目
しているのは， 1912年に「資本主義の倫理化」をあらわしたL ・エνュヴェー
ヶーである。彼はいう。 I人民と官僚のいずれが統治すべきかについて論争され














l~ J ，ur:1wig E~('hwege， "Die Ethisierung des Kapitalismus“， Die Bank. 1912. 1. 5S. 12-19 
レーニン「帝国主義論ノートJ145ページ.



























トーイヒ(企業連合への統合)等をも日程にりぽせた。」レー ニン 11905ー 1907年のロシア草命にお
ける社会民主党の農業綱領」大月全集⑬442へ一九


























1申 K.Kautsky， "Zur Frage der Steuern und Monopole "， M四 eZeit. 3. J hrg.， la， 1915， 
5S. 673-783はこの問題についての つの接近を試みtいるが検討は別の機会に譲りたい。
国家的独占白基礎概念についての一考察 (83) 15 
めて，租税の範時事を媒介として資本主義国家の総体と国家的独占を関連づける
ことができるという事実である。 (1971• 6・20)
